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はじめに

　カザフスタン日本センター日本語コース、上級、超級の学生が企画、執筆したアルマティ在住の在留邦人のための情報誌「シャヌラク」第1号をお届けします。「シャヌラク」とはカザフ語で、もともとユルタの屋根を意味したそうですが、いまでは家庭を意味します。縁起のいいことばなので、本誌の名前にしました。ご意見、ご感想をお送りいただければ学生たちがたいへんに喜び、今後に向けて張り切ってくれると思います。どうぞご支援ください。投稿を歓迎いたします。なお、記事に盛り込まれた情報は学生たちの考え、意見を反映しています。センターとしての見解でないことをご了承ください。また、提供された情報をご利用になる場合はご自分でその情報の確実性、信用度をお確かめになってください。本誌が提供した情報になんらかの不具合、問題があったとしても、当方は責任を負えません。この点はご理解ください。

　次回から「売ります・買います」のコーナーを設けたいと思います。こちらにもご投稿を。

「シャヌラク」編集部代表

荒川友幸（カザフスタン日本人材開発センター日本語教育部門担当）

arakawa.tomoyuki@kjc.kz
Tel.: 7-3272-210611, 216561, 280481
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アルマティ郊外の山

高嶺健一

アルマティに赴任してすぐ、街の南にそびえる山に登りたいと思った。伝をたどってガイドを紹介してもらい、週末の山行を始めた。これまでに登った山はアマンゲルディ峰（4000ｍ）、ピオニール峰（4031ｍ）、ボリショイ・アルマティンスキー峰（3680ｍ）、チンブラク峰（3555ｍ）である。他に、メデウ、チンブラクからもっとずっと奥に行ったところにあるトゥユクス谷から3700ｍと3000ｍ二つの峠を越えてアルマアラサン谷に至るトレッキングにも出かけた。森林限界をはるかに超えたところから登り始めるので、酸素不足のため高山病の症状が必ず現れる。ある程度の体力は必須であるが、信頼のおける山岳ガイドを雇えば、安全に頂上まで連れて行ってくれる。私がこれまで登ってきたような山であれば専門的な技術は必要ない。アルマティから車で1時間半も行けば、万年雪に覆われた高山と氷河の世界に達することができる。4千メートル級の山に日帰りができるとはたいへんなぜいたくだと思う。

１．ボリショイ・アルマティンスキー峰

ボリショイ・アルマティンスキー峰はアルマティから見える巨大なピラミッド型の山である。アルマティに着いてまず登りたいと思ったのはこの山であった。この山に登ったのは8月7日である。四駆でアルマアラサンの谷を登りつめ、ボリショイ・アルマティ湖を過ぎて3400mのところにある気象観測所に車を止める。ここから山頂までは約1時間半の行程。気象観測所を過ぎて左に曲がり、草付きの斜面を巻いて尾根の鞍部まで30分ほどのんびりと登る。ここの北側の斜面には雪渓があった。そこからは急斜面のガレ場を登り、頂上直下の岩場に達する。20分ほどのお気楽な岩登りで頂上に達する。頂上からは雪山、湖や～谷を見下ろすことができる。

２．アマンゲルディ峰
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　アマンゲルディはアルマティに来て初めて登った山である。車で、メデウ、チンブラクのさらに奥にあるトゥユクス（Tuyuksu）谷へ行く。そこには小さなダムがあり、そのそ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばに夏場だけ医師の常駐するテントがある。ここの高度がもう3000ｍである。私たちはここで車を降り、草付きを登って3400ｍのアルペングラードへ向かう。1時間ほどの道のりである。アルペングラードから左にルートを取り、ぐんぐん傾斜をますガレ場をまっすぐに登りつめる。アルペングラードを出発して3時間で頂上直下の岩場に達する。岩場の登りが1時間で山頂に到着する。ここからの眺望はすばらしかった。西にはチンブラクのなだらかな谷、東には清流の流れるトゥユクスの谷と氷河。その向こうに雪と氷に覆われたマラジョズニ峰が女性的ななだらかな山容を見せている。そして南には、眼前にマッターホルン型の巨大な岩塊であるコムソモール峰（4376ｍ）がそびえている。切り立った崖の上の頂上から辺りを見回しているとまるで魔法の絨毯に乗って空を飛んでいるかのような錯覚に陥る。

３．トレッキング
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トゥユクス谷から大アルマティ谷までのトレッキングもすばらしかった。ここに行ったのは9月12日である。早朝、トゥユクス谷の測候所まで４WDで行く。ここの標高がもう3450ｍである。出発してすぐガレ場になる。10分ほどでマラジョズニ峰の麓に着く。この山は全体が雪で覆われている。しばらく雪の上で遊ぶ。ここからはトゥユクス峠への直登。手を前に伸ばせば目の前の岩に手が付くほどの急な斜面を浮石に気をつけながら登る。１時間ちょっとで峠に着く。登っている最中にピオニール峰の背後から日が出てきた。ここからはアバイ、アマンゲルディ、ピオニール、コムソモール、トゥユクスなどの峰々が間近に見え、眺望のすばらしさに苦労が報われる思いだった。ここからクンベルス谷へ下る。約2時間の行程。谷はなだらかな草地で、荒涼としたトゥユクス谷とはぜんぜん違う。谷の一番奥にはソビエトフ峰（4317ｍ）がそびえている。以前はここには放牧地だった。しかし、ソビエト崩壊後の経済危機のときに遊牧民が生活難のため家畜を手放してしまい、ここでの放牧はなくなってしまったそうだ。谷底の清流の近くに水力発電所関係者の番小屋があった。夏の間だけ人が詰めているそうで、私たちが行ったときにはもう誰もいなかった。中に入ったら汚いベッドが二つあって、女性の裸の写真が壁や天井にたくさん貼ってあったので笑ってしまった。川のそばで昼食を食べたあと、背の低い草が生えている山を登る。この山が徐々に高度を増し、やがて雪に覆われたソビエトフ峰に至る。午後2時半ころ大アルマティ谷を見下ろす峠に到着。ここからの大アルマティ谷の眺望もすばらしい。後は2600mのホテルまでの長い、長い下り。午後5時過ぎホテル到着。長い、すばらしい一日が終わった。最後はベリーを食べたり、川の水を飲んだりしながらのんびりと歩いた。

峠に着くたびにまったく違う景色が広がり、そのどれもがすばらしい。トレッキングの醍醐味を実感できる忘れられない一日となった。ただ、この山行はたいへんつらかった。たぶん長い下りのせいだと思う。翌日は階段を一段登るのもつらかった。

４．アルマティから見える山

　私にとっていい山とは、たいへんに特徴的な容姿を持っていて、遠くからでもはっきりと判別できる山である。富士山はいうまでもなく、蓼科山、ボルネオのキナバル山などがこれに当てはまる。アルマティから見える特徴的な山について紹介する。
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　まず、なによりもボリショイ・アルマティンスキー峰。それほど高い山ではないが（と言っても3680ｍ）ピラミッド型の堂々たる山容はすばらしい。それのはるか左側（つまり東側）にはコムソモール峰（4376ｍ）の勇姿が上端をのぞかせる。この山は､高さではタルガル峰にはるかに及ばないが、ザイリスキー・アラタウ山脈の盟主とも呼べるような気品と風格を備えている。街の西側からだったら、これら2つの山の間にソビエトフ峰（4317ｍ）が万年雪に覆われた美しい姿を見せる。

　コムソモール峰のさらに東には、ザイリスキー・アラタウの最高峰、タルガル峰がそびえる。これも、「男の肩」と形容される独特な山容を持つ。




アルマティ・レストランガイド　その１

Zhemchujennoe（ジェムチュジュノイエ）

ツァイマルダノヴァ・ナジグル　　アキモヴァ・インディラ

ある木曜日の晩、寒さと雨のなか　先生と一緒にアゼルバイジャン料理のレストラン”Zhemchujennoe”へ行きました。平日だというのに、ほぼ満員で土曜日のようなにぎやかさでいっぱいです。民族的な音楽が大音量で鳴り響き、静かに話をすることは難しいが、アゼルバイジャンの踊りを見ることもでき、アゼルバイジャンの雰囲気を感じられます。

メニューは、肉料理が多い。気に入ったのはアゼルバイジャンの独特な料理“ドルマ”。これはブドウの葉に包んだ肉を蒸したものでとてもおいしい。シャシリクも７，８種類あり、一番おいしいのは“Tsarskyi”で、こんなにおいしいシャシリクは食べたことがない。その他、アゼルバイジャン料理以外のメニューもありここのレストランのマンティもとてもおいしいです。サラダは、肉と野菜のものがいくつかあり、その中から私たちが選んだのは“鶏肉とキノコ”のサラダです。食べ終わった後、ダンスをします。友達と騒ぎたいときこのレストランとてもいいと思います。

メニュー

	ビール0.5リットル
	140テンゲ
	シェフのサラダ
	450テンゲ

	ジュース1リットル
	300　
	ソーサ
	60

	紅茶1ポット　
	50
	パン
	30

	サッテ
	250
	シャシリクTsarskyi
	420

	キノコと鶏肉
	350
	シャシリク羊肉
	370

	マンティ
	300
	シャシリク鶏肉
	370

	ドルマ
	300
	
	


「保護者」より一言

　木曜日の夜、授業が終った後､学生たちとこのレストランへ行きました。学生たちも書いていたとおり、ここのシャシリクTsarskyiはとてもうまかった。また、アゼルバイジャンの音楽が流れ、アゼルバイジャン人のお客さんたちが手をつないで横一列に並び、優雅に踊る様子を見るのはとても楽しかった。コーカサスの田舎のレストランに突然飛び込んでしまったような感覚に陥り、そのディープな世界に浸りました。6人で腹いっぱい食べ、お勘定はサービス料込み4543テンゲ。安いもんです（荒川）。

データ

Zhemchujennoe　アゼルバイジャン料理

住所：Ayezoba 3　トレビとゴーゴリの間。トレビからアウエゾ－バを北に行く。道の左側、家具店の次。

電話：424761

アルマティのマンション賃貸状況

ヴァイソヴァ・ボタゴス

　最近、アルマティのアパートの価格がだんだん高くになるにつれて、賃貸も高くなっている。約2年前は1室のアパートの場合100＄から150＄の間で賃貸できたが、今はそうはいかなくなっています。家賃の値段は　場所、交通の便、部屋の数、内装の程度によって違います。部屋を借りるときに一番重要なのは場所、立地条件です。アルマティ市は、街の中心、その周辺部、外縁の３つに分類できます。中心にはフルマノフ、ドスティク、アブライハン、ジェルトクサン、アルファラビー、サトパエフ、アバイなどの通りが含まれます。周辺部にはコスモナフトフ、アオエゾフ、ジャロコフ、ガガーリン、ロジバキエフ、アルトゥンサイリンなどがあります。外縁部とはマモル、アルビータ、アクサイなどの場所です。中心に近くなればなるほど家賃は高くなります。

　　　　　　　

家賃の大体の目安

１．中心部

１部屋　　300＄～700＄

２部屋　　500＄～1000＄

３部屋　　700＄～3000＄

2． 周辺部

１部屋　　200＄～300＄

２部屋　　200＄～400＄

３部屋　　300＄～600＄

不動産屋情報

Scot Holland Estates

住所　Abylaykhan st. 81, N512.office Aitekebi str.acr.  Almaty 480091

電話　５８１７６０、５８１７６１

E-Mail: Holland@kaznet.kz　　HP: http //www.realestate.kz

Umex realty Agency

住所　Kazbekby st. 65,N515. office Furmanov str.acr.  Almaty 480091

電話　６２５７５７，６２６８６２　HP: http//www.umex-realty.nursat.kz

Asia Realty

住所　Abay st.107, Bayzakoz str.acr. Almaty  480008 

電話　４３０９６１、４３０９４１、４３１３４３/ Fax  ４３０９７１

E-Mail: asia-realty@nursat.kz

アバイ記念カザフ国立アカデミー・オペラ・バレエ団の歴史

ムサエ－ヴァ・アイグリ

　カザフスタンの有名な作曲家ムフゥタル・アウエゾフが1934年に発表した「アイマン・ショルパン」という音楽的な演劇から、カザフ・オペラ・バレエ団の歴史が始まりました。劇団員は才能あるアマチュア出身者を中心に交響楽団、合唱団、バレエ団などを構成し、以後ここから多くの有名な音楽家や芸術家を輩出しました。中でも、「キズジィベク」(1934)と「エタルダン」(1936)を作曲したブルシロフスキは有名です。

　1935年、ロシアのクイブゥシエフ町のオペラ劇場の協力を得て　カザフスタンにもプロのオペラ劇団が誕生しました。現在では「アイーダ」「ファウスト」「蝶々さん」などの世界的に有名な古典オペラも上演されています。1938年のカザフバレエ団によるチャイコフスキー作曲の「白鳥の湖」の上演以降、これに感銘を受けたカザフスタンの芸術家を目指す若者たちは、より高い技術をもとめて、モスクワやレーニングラード（現サンクトぺテルブルグ）などの文化的大都市へ留学しました。1941年、カザフ・オペラバレエ団に「カザフ国立アカデミー演劇」という名称を贈られ、また同年11月7日、建設家バセイフ・プロスタコフによる近代的な建物が完成し、ロシアから苦しい戦時中（1941～1945）、多くの芸術家や文化人がカザフスタンへ逃れ、その一人には、ロシアの有名なバレエソリストのガリーナ・ウラノワさんも含まれていました。こうした経緯のなかで、オペラバレエ劇団と共に交響楽団や合唱団のレベルも上がりました。現在、交響楽団にはモスクワ、サンクトぺテルブルグ、アルマティの音楽高等学校の卒業生85人が在籍しています。シンフォニーオーケストラには、弦楽四重奏団と吹奏楽五重奏団が加わりました。1944年、作曲家ジゥバノフが民族的なオペラ「アバイ」を作曲しました。カザフスタンの国民的詩人アバイ・クナンバエフの生誕百年記念にちなんで、カザフ国立アカデミー演劇から「アバイ記念」という名称に改められました。

アバイ名称カザフ国際アカデミー・オペラ・バレー劇場

2004年11月上演スケジュール

	　　日付
	時間
	演劇
	上演時間

	4（木）
	18:30
	ヴェルディ「リゴレット」

3幕物のオペラ
	2時間35分

	5（金）
	18:30
	レヴェンスホルド「シリフィダ」

2幕物のバレエ
	1時間20分

	6（土）
	18:30
	ヴェルディ「アイーダ」

4幕物のオペラ
	3時間10分

	7（日）
	18:30
	ミンクス「ドンキホーテ」

3幕物のバレエ
	2時間40分

	12（金）
	18:30
	アコシェフ&ムカタイ「鋭い爪」

2幕物のバレエ
	

	14（日）
	18:30
	チャイコフスキー「白鳥の湖」

2幕物のバレエ
	2時間20分

	20（土）
	18:30
	チャイコフスキイ「エフゲニー・オネギン」

3幕物のオペラ
	3時間

	25（木）
	18:30
	ヴェルディ「椿姫」

3幕物のオペラ
	2時間30分

	26（金）
	18:30
	アサフエフ「バフチサライの噴水」

4幕物のバレエ
	2時間30分

	27（土）
	18:30
	シュトラウス「こうもり」

3幕物のオペレッタ
	3時間20分

	28（日）
	18:30
	カザフスタン共和国功労芸術家、クラライ・サルキトバエヴァ及びドミトリイ・スシュコフの創作の夕べ
	


切符は当劇場の券売所で、午前10時～午後6時まで販売されている。

電話番号：72-79-34　72-20-42

トゥユクスの門　　　　　　　　トゥユクス谷








コムソモール





鞍部から見たアマンゲルディ





マラジョズニへ向かって登る





ボリショイアルマティンスキー峰





コムソモール峰





ソビエトフ峰





タルガル峰
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